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基本作業－473　可燃物パージ－水によるパージ
　○　水によるパージは、次のような塔槽類に適用される。

1 塔槽類の内部がクリーン（サビやスケールの存在がなく）であり、水だけで内部の残ガス及び残液のパージが可能な流体を取扱っている塔槽類
2 設計条件上、スチームを用いられない場合

○　溢水置換を行う場合は、低部から水を張り込み最頂部から溢流させ、その表面に油分が認められなくなるまで続けなければならない。
　　この場合以下の点に注意する。

1） 可能な限り、クローズドシステムで行うこと。

公害上、安全上

　　　２）　油分が残りそうな部分はその頂部から油分を外部へ抜出し回収すること。

立ち下がり部分や流れが構成されないデッドスペースなどに注意すること。

　　　３）　放出の場合、周辺に「火元」がないことを確認すること。

　　　　　　　　スチーム配管のフランジ部や、熱油配管でも容易に発火することがある。

　　　４）　水に溶解するハイドロカーボンがあることに留意する。

　　　　　　　　水置換が終わったと思ってあとから水切りしたら、表面に分離した油分がたまっていたというケースは多々ある。

【事　例】

　　①　デプロパナイザータワーの水置換でトップベントから溢水したら、油分が吹き出し近くのスチームラインにかかり着火した。
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